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働
き
方
改
革
に
関
す
る
質
問
主
意
書

過
労
死
と
い
う
日
本
語
は
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
音
写
さ
れ
、
二
千
二
年
に
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
に
も
掲

載
さ
れ
、
「(in

Japan)
death

caused
by

overw
ork

or
job−related

exhaustion.

」
と
日
本
の
労
働
環
境
を
示
す
言
葉
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
五
年
、
国
連
の
社
会
権
規
約
委
員
会
は
日
本
政
府
に
対
し
て
、
立
法
や
規
制
を
講
じ
る
べ
き
と
勧
告
し
、
平
成
二

十
六
年
六
月
に
は
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
が
成
立
、
同
年
十
一
月
に
施
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
八
年
九
月
、
政
府

は
働
き
方
改
革
実
現
会
議
を
設
置
し
、
平
成
二
十
九
年
三
月
に
「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

国
際
労
働
機
関
の
ガ
イ
・
ラ
イ
ダ
ー
事
務
局
長
は
、
平
成
二
十
九
年
五
月
十
二
日
、
日
本
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お

い
て
「
残
念
な
が
ら
、
過
労
死
（
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
）
と
い
う
日
本
語
は
、
悪
い
意
味
で
世
界
中
に
知
ら
れ
て
い
る
。
過
労

死
の
問
題
は
、
残
業
を
含
め
た
長
時
間
労
働
が
、
広
く
社
会
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
今
回
、
残
業
時
間
に

上
限
規
制
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
歓
迎
す
る
が
、
国
際
的
な
比
較
で
み
れ
ば
、
ま
だ
長
す
ぎ
る
と
思
う
。
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
政
府
は
こ
の
指
摘
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

一



二

長
時
間
労
働
規
制
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
労
働
時
間
延
長
の
上
限
規
制
と
あ
わ
せ
て
、
就
業
か

ら
次
の
始
業
ま
で
に
一
定
の
休
息
時
間
の
付
与
を
義
務
付
け
る
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制
を
制
度
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。

三

経
営
環
境
の
厳
し
い
中
小
企
業
に
お
い
て
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
昇
給
制
度
の
導
入
や
処
遇
改
善
等
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
様
々
な
支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


